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Ⅳ．構想の二つの柱

① 水都大阪の成長・魅力向上につながる 「場」 と 「機会」 を 『公民連携』 により創出

「場」
の創出

「機会」
の創出

►イベント等の賑わい事業

►観光・商業機能

►地域活動、社会貢献等

►店舗等施設、水上施設

►遊歩道、広場

►船着場（ポンツーン）

水都大阪の

成長・魅力向上

目標

対象

►大阪府内に留まらず国内外からの観光客

►地域住民や周辺施設で働く皆さん

期待される効果

►大阪・水都ブランドの世界への発信

►地域のシンボル空間への愛着醸成

場・機会
を提供

② このエリアに訪れるすべての人々に、「場」 ・ 「機会」 を通じて大阪・水都を感じてもらう

時機
大阪・関西万博開催

Ｉ Ｒ 開業
►更なる効果が期待

「水辺遊歩空間の創出」 と 「舟運等のネットワーク形成」 によりエリアの水辺賑わいづくりを実現

水都大阪を
リードする
シンボル的な
水辺空間の創出

地域に根ざした
まちづくり活動
との連携形成

１. 水辺遊歩空間の創出

海のリゾート
ネットワーク

２. 舟運等のネットワーク形成

結節拠点
機能の強化

市内河川（川の駅はちけんや、中之島公園

北浜テラス、中之島バンクス、中之島ゲート

タグボート大正、道頓堀、β本町橋等）

淀川舟運

夢洲、天保山、

堺旧港、関空等

水の回廊
ネットワーク

【本構想の意義・目的】

公共空間（緑地・河川）の活用



水の回廊 ユニバーサル

ユニバーサル
シティ駅前
交差点

Zepp大阪
ベイサイド

桜島第4駐車場
1,000台

桜島北公園

交差点
臨港緑地桜島

交差点

ユニバーサルポート
(ポンツーン）

■人の流れを呼び込む施設・運営計画

・魅力ある店舗、遊歩道、広場整備

・水辺を親しむ空間形成

・集客が期待できる店舗運営 等

■回遊性に優れた動線計画

・周辺施設から遊歩空間への往来を快適につなぐ

■魅力ある水辺景観の創出

・周辺施設と調和のとれた施設計画

・都心、大阪湾の眺望を活かした視点場形成

・対岸、船上からの視対象としての景観形成

■賑わい・活気にあふれた活動の展開

・水辺利用を促進する賑わい事業

・人々を惹きつけるプロモーション活動

■地域と連携した取組みの推進

・地域の事業者や住民等による地域貢献活動 等

■安全・安心な水辺空間の形成
・安全安心な遊歩道、広場整備（保安対策）

・災害に対する安全対策、連絡体制の確立

交通広場

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

USJ

ユニバーサルシティ駅

周辺エリア

海のリゾートネットワーク

阪神高速
ユニバーサルシティIC方面より

シティウォーク

桜島駅

回遊性

視点場

回遊性

回遊性

都心への眺望
対岸・船上からの

視対象としての景観づくり
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１．水辺エリアの賑わいを創出することで、ユニバーサル・スタジオ・ジャパンやシティウォーク、
ユニバーサルポートなど周辺施設と一体となった魅力的なアーバンリゾートエリアを形成

USJ

地域に根ざした

まちづくり活動

との連携形成

水辺遊歩空間の創出

ベイエリアへの眺望

ポンツーン新設
(構想）

Ⅳ．構想の二つの柱 【1. 水辺遊歩空間の創出】

水都大阪を

リードする

シンボル的な

水辺空間の創出


